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DuMA ニュースレター                                  2020年 5月 18日 

火山の話題 

先週に引き続き、火山の話題です。気象庁は５月１３日、全国の活火山の状況について発表しました。

現在、火口周辺警報は９個の火山で発令されています。群馬県の草津白根山の「白根山」、熊本県の

「阿蘇山」、鹿児島と宮崎の県境の「新燃岳」、鹿児島県の「桜島」「口永良部島」「薩摩硫黄島」「諏訪之

瀬島」、小笠原諸島の「西之島」と「硫黄島」の９火山です。先週も述べましたように、九州での火山活動

が活発な状況であるのは確かなようです。 

また日常生活とは関係ありませんが、小笠原諸島の南硫黄島近傍の「福徳岡ノ場」と呼ばれる海底火

山で、周辺の海域に影響を及ぼす噴火の恐れがあるとして、「噴火警報（周辺海域）」が発表されていま

す。まさに日本列島は生きているという事だと思います。 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

  今週は４月６日のニュースレターに引き続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域

の解析です。主に海域で発生するマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

 

 今週は L タイプの地下天気図がどのように変化してきたかを過去に遡って検証していきたいと思いま

す。次の図は上が一番最近(４月３日時点)で、真ん中が２月２０日時点、一番下が１月１０日時点のもの

です。北海道北西の異常とともに、気になる異常は紀伊半島・潮岬沖の異常です。 
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 この紀伊半島沖では、２０１７年暮ぐらいから２０１８年半ばにかけて、マグニチュード６．６ないしそれ以

上の“ゆっくり地震”が発生していた事もわかっています。 

 もちろん海域での“ゆっくり地震”が観測できるようになったのは、２０１０年以降という事もあり、初めて

観測された現象です。しかし、歴史が１０年しか無い事から、過去にも同様な現象が起きていたかは不

明です。海底地殻変動観測という観測技術の進歩によって新しい現象が確認されたのです。 
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最新のダッシュボード 

現在の地下天気図の異常をまとめてみました。 

 

 なお表の中のアルファベットは、DuMAのウエブサイトで公表していま

すダッシュボードの地図と対応するニュースレターの号を示しています。 

https://www.duma.co.jp/post/dumadashbord 

                                        ダッシュボードです→ 
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